
『 もみじスティック（紅葉大根）のブランド化 』
産地ブランド発掘事業

取組概要
（H26～H27 ）

新品種・新技術等の概要 コンソーシアム候補の体制図

＝旬彩アグリ株式会社＝

事業主体： （株）旬彩アグリ （連携指導、中間事業者）
運営指導： 神奈川県農業技術センタ（総括的技術指導）
協力農家： 澤村農園（三浦三戸地区）、丸山農園（金田地区）
小売り流通： イオンフードサプライ(株) （顧客視点アドバイス）
野菜流通： 清浄野菜研究所 （品質情報の提供)
加工流通： 丸仙青果(株) (カット野菜の製造)
野菜研究： 青野野菜研究所 （料理法の開発）「
連携企業： ナント種苗（株） （生育環境の指導）

（株）星光社 （蓄熱パイプの製造）
（株）スマートライフ・エコロジー （データ解析）

主な取組内容
課題と今後の対応

１．温暖な三浦金田地区ではマルチ
無で、西風が当たる三戸地区ではマ
ルチ有で試験した。

２．トンネル内気温、地温、外気温、
日照データをマルチ有り無し、パイプ
有り無しで比較した。
３．11月から2月撒きの出荷サンプル
2月から4月計量と品質を記録した。

課題：
11月初旬撒き、1月、2月初旬撒きは、あ

る程度の収穫を確保できた。しかし、12月初
旬撒きは、12月末から1月初めの冷え込みで
3月初めの収穫は、両圃場とも得られなかった。
対策：厳冬期の発芽、初期生育環境を改善す
る。夜間放熱を抑えるため、不織布をトンネ
ル内に幼芽内掛をして寒さよけ対策をとる。
今後の対応：
生産時期の拡大実証に合わせて、外食系、

飲食系でのブランド化を、コンソーシアムを
形成しながら構築する。

外観、肉食とも赤（紅）色の大根はこれまでなかった。販売開始間もないことから種の供給量も限定的、
神奈川県では旬彩アグリが実験的に栽培するのみ。収穫時期を通常の11月から2月であったものを、3月から5月に
拡大できれば、種の持つカラフルさ加工のしやすさと相まって、外食産業を通じたブランド化が進むと考えられる。

この品種は播種時期の推奨が、
8月下旬から9月中旬で、収穫時
期は、11月から2月となっている。
播種時期を11月～3月の冬を
可能とし、収穫時期を3月～5月
に拡大するため、トンネル内に
潜熱蓄熱材を封入したパイプ（エ
コパイプ）を敷設し、夜間平均地
温を１‐３℃上昇させる。

紅葉大根


